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●

基礎解析・代数幾何スタンダード

は じめに

このテキストは，基礎解析・代数幾何の分野からもっとも出題率の高い5つの単

元を選び

第1日目 数 列

第2日目 微分法・積分法

第3日目 ベクトルと空間図形

第4日目 行 列

第5日目 1次変換

の順序に配列されている。

このテキストには、標準問題を中心にややハイレベルの問題まで含まれている。

20問のうちに融合問題が多く含まれていることに気がつくであろう。これは最近の

入試の実情を強く意識したからである。この数年間に出題された有名大学の問題を

調べてみると，難化の傾向は感じられないが， 1つの問題から受験生の総合的な学

力をみるために，融合問題が多くみられるようになった。このような実情に対処す

るために編集したのがこのテキストである。

数学は，諦義を聴いて理解するだけでは“合格できる実力”は身につかない。真

の実力をつけるためには予習することがベストである。たとえ，問題が解けなくて

も， 自分なりに考える時間をつくることが実力をつける端緒をつかむことになる。

また，復習にも十分な時間を割いてもらいたい。基礎事項を整理しながら，定理・

公式を確実に理解し， 1つの問題を完答するまでの，考え方・解き方のプロセスを

マスターすれば，十分な実力がつくものと確信している。

冬期講習を制するものが入試を制するといわれている。短期間の講習会であるが，

充実した日々を過ごせば，明春は合格の栄冠がキミの頭上に輝くはずである。
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彦濤ユ匡到 委文 ダリ

(α"｝が初項1，公比2の等比数列であるとき，次の式をそれぞれ几【1】数列

で表せ。

〃

Zkck
k口1

(1)

n

Ek2Gk
k－I

(2)

100

実数難の関数J（工）＝工 ｜鄭一klの岐小値を求めよ。
バーI

【2】

-1-



【3】右図のように1 ， 2， 3， …が整数

点上にある。整数点(p, q)とはp｡ q

がともに整数の点である。

（1）点(k, 0)におかれる数几をkで表せ。

（2） これを用いて点(i , J)におかれる数

を［とjで表せ。

(3) 1000のおかれる点の座標を求めよ。

【4】 （1） 半径1の球を四角すい形にn段積み重ねたとき，全体の高さを求めよ。

（2） (1)のときの球の総数を求めよ。

（3） 半径lの球を三角すいの形にn段積み重ねたとき，全体の高さを求めよ。

（4） (3)のときの球の総数を求めよ。

－2－
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【5】 ノ（邦）＝工3＋α鉈2+b邦において，

(1) J(")が極大値と極小値をもち，その差が4のときα2－に二コb=FL

（2）曲線γ＝/(工）に点(0， 8)から引いた接線がちょうど2本であれば

α＝一Fl

（3） (1), (2)が共に成り立つとき， 2本の接線の傾きは局「、およびー仁二

コである。
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【6】 3次関数ノ（邦)は邦=1で極小値0, ":=｡－3で極大値32をとる。

（1） ／（工)を求めよ。

（2）点A(0, J･(0))における曲線C:y=（鉈)の接線↓が再びCと交わる点

をBとする。点PがC上をAからBまで動くとき, PとJとの距離の最大値を

求めよ。 I

’

！

１
１
ト
ー

’

I

－3－
ｆ
△
０
１
Ｐ
・
■
■
■
■
■
■
。
１
日
・



【7】次の関数を満たす多項式ブ（元)を求めよ。

/""/(r)@,=/~!,(r)@,+"#+31I

【8】点Pは曲線y="2の上を原点Oか

ら点A(1, 1)まで動く。このとき, 2

点O, Pを通る直線， 曲線y="2およ

び直線元＝1で囲まれる，図の斜線をひ

いた部分の面積が最小となるのはPがど

んな位置にあるときか。

その点Pの座標を求めよ。

－4－



莞3回ハミクトノレと=I司函ｦ杉

【9】直角三角形でない△ABCにおいて，垂心（各頂点から対辺に下した3垂線

の交点）をH,外心をEとする。△HBC,4HCA,4HABの重心をそれぞ

→→

れGI, G2, G3とし,4GIG2G3の重心をGとする。このとき, a=HA,

→→→→ → →

b=HB, c=HCとおき， これらを用いてHGおよびHEを表せ。

－

､/5), C(", －1， O)【10】空間における3点A(2, 2, 0), B(2, -3,

において竺ACB=8とする。

(1) coseを北で表せ。

(2) coseのとりうる値の範囲を求めよ。

(3) 4ABCが正三角形となるとき，点Cを求めよ。
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【ll】空間の2直線

‘ ! :鬘デ=y+1=≦-2, ' : :"=¥=｡-ゞ半‘－2 2

について，次の問いに答えよ。

（1） 2直線l l , L2はねじれの位置にあることを証明せよ。

（2）直線L ,, l2上にそれぞれA, Bをとり，線分ABが↓ ', l2の両方に垂直

となるようにしたときの点A, Bの座標を求めよ。

【12】座標を定めた空間において，点Aは平面

汀： 2発－3y+6z=2

の上を動き，点Bは図形

S :"2+y2+Z2-6"+2y-14Z+50=0

の上を動く。このとき，つぎの問に答えよ。

(1) Sはどんな図形か。

(2)距離ABの最小値dを求めよ。

(3) AB=dとなるA, Bの座標を求めよ。

－6－



ダリ章4匝到行

(:万‘）がA3+pA+qE=Oを満たすとき， αは方程式【13】行列A=

8発3+2p鄭一q=0の解であることを示せ。ただし， α，

(; I)｡-(I I)で，かつ, b≠0, また, E==

Q, b, p, qは実数

である。

』

弓‘蕨、eは実｛(;鮪'::::）【14] G=

（1）行列P, QがGの元ならば, 1

(2} '､; I)を隣たすc。

QがGの元ならば, PQ, P-!はGの元であることを示せ。

I)を隣たすcの元をすべて求めよ。

’

’

－7－



(: :） (ただし, ad=bcとする）について，次の各問に答【15】行列X=

えよ。

(1) X2-(d+d)Xを求めよ。

②X向.1－（α+d)X" (72=1, 2, 3,…）を求めよ。

⑧XがX'0=0を満たすときX2を求めよ。

（; _:)のと…闇に答えよ。【16] A=

(f)､f)…つよう罎識X, jj｡組織2つ……①A

めよ･

②ﾊ｡"個｡讃…-(:: ::)と翁《｡ (1)で…燗のxZa,6
ゞLw(;>､'(f)を計算…", 6", c", d"を…

－8－



華ら匡到 1塞変ﾁ垂

【171 2直線2"+3y=1, 発－2y=1はある1次変換により，互いに他の直

線へ写されるものとする。

（1） この1次変換を表す行列Aを求めよ。

(2) A. 'とA" (n≧2)を求めよ。

（: :)で表…一次変換'ば,点'剛""〃【18】座標平面において，行列

変えないという。

） （ ）（: :)(: ： ‐ ； ！ ‘な…示管。（1）

（: :）（2）合成変換/。/が各点を原点に関して対称な点に移すように行列

を定めよ。

I

I

！

－9－
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【19】座標平面において， 苑座標とy座標がともに整数である点を格子点という。

いま， 3つの頂点A, B, Cがいずれも格子点であるような三角形について，次

の問いに答えよ。

(1) 4ABCの面積は有理数であることを証明せよ。

(2)4ABCは正三角形になり得ないことを証明せよ。

【20】座標平面上の一次変換

(:;)-(_; :)(#)
によって円邦2+y2=1がうつされる図形をCとする。

(1) Cが原点を中心とする円であるとき， αの値とそ‘

(2) Cが－つの線分であるとき， αの値と， その線分@

αの値とその円の半径を求めよ。

その線分の両端点の座標を求めよ。

-10－


